
地域のよさを体感…アップル活動､順調です！
９月２２日の高学年による外袋外しに

続き、２５日には、ペア学年による内袋
（セロハン）外しとシール貼りの活動が
行われました。りんごが落ちないように
気を付けながら内袋を外したり、日光の
向きを考えながら、各自がデザインした
シールを貼り付けたりしました。来月７
日、世界
に一つだ
けのオリ
ジナルり
んごの収
穫が楽し
みです｡

真剣な眼差しでシールを貼る１年生
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ひらもと
鹿角小学校教科授業研究会…５・６年合同体育

９月２９日の５校時に５・６年生が「みんな
でチャレンジ！平小体力アップツアーズpart
２」と銘打った授業を鹿角地区約４０名の先生
方に参観していただきました。

ダブルダッチやラダー、ボールキャッチなど
に挑戦しましたが、仲間と話し合いながら、自
分の体力や課題に
応じ、工夫して様
々な動きに取り組
む子どもたちの姿
に、たくさんのお
褒めの言葉をいた
だきました。

全員が上手に跳んだダブルダッチ！

１年 男子 浜中 2'31
女子 倍賞 2'50

２年 男子 古川 5'20
女子 浜中 6'33

３年 男子 水原 5'11
女子 倍賞 5'26

４年 男子 村方 9'10
女子 木村 10'05

５年 男子 倉岡 9'45
女子 古川 9'11

６年 男子 村方 8'21
女子 兎澤 9'01

（校長特別賞）
１年 佐藤 １分００秒
２年 阿部 ４４秒
３年 米田 １分０５秒
４年 兎澤 １分１９秒
５年 小舘 １７秒
６年 小 ５１秒

２・３年生のスタートダッシュ

９月２７日、秋晴れの下、今年度２回目のマラ
ソン記録会が実施されました。これまでの練習の
成果を発揮して、ほとんどの子どもたちが自己ベ
ストを更新しました。自分の限界に挑戦する心、
苦しくても粘り強くがんばる心、お互いに励まし
合い、自分や友達のよさを見つけようとする心な
どが育まれ、子どもたちにとって、確かな成長の
機会になったものと思われます。今回もたくさん
の保護者や地域の方々の声援が子どもたちのがん
ばりを後押ししてくださいました。ありがとうご
ざいました。

１０月３日、
ボランティアの
方々に、３年生
以上を対象としたブックトーク（テーマに
沿って複数の本の内容を紹介し、読書意欲
を起こさせる活動）をしていただきました。
子どもたちが、更に読書好きになることを
期待します。

６年生のテーマは「働く」

１０月３日、４～６年
生を対象に鹿角警察署の
方から「健全なインター
ネット利用を行うために知っておくべきこと」と
題して、インターネット接続に係るトラブルの事
例、普段から心がけたいことなどについてお話い
ただきました。ぜひ、ご家庭でも話題にしていた
だきたいと思います。

感想発表の様子



１回戦での粘り強いピッチング

タイムリーヒットもたくさん出ました！

相手の高さも何のその。ゴール下の攻防！

新しいシュプレヒコールの下、心を一つに！

２歳から１０歳くらいまでが本好きになるか否か、大切な時期だという説があります。この
時期に、興味をもって多くの本にふれることが読解力や想像力、他人の気持ちを理解したり考
えたりする能力が付いてきます。また、子どもたちを本好きにするには、家庭の協力が不可欠
であり、次のようなことが有効だそうです。
１ 子どもが好きな本を尊重し、選び与える ２ 親が本好きだと子どもも本好きになる
３ 親が面白いと思う本、子どもが面白そうだと思う本をどんどん読み聞かせる、紹介する
４ 毎日親子での会話を楽しむ ５ 本屋や図書館に一緒に行く
６ 身近なところに本がたくさんある環境 ７ 朝読書など日常的に本に親しむ環境
どうぞ、ご参考ください。

スポ少のがんばりスポ少のがんばり ご声援ありがとうございました。

○第２回鹿角ＤＲＥＡＭＳ ＣＵＰ
（秋田県小学生野球新人大会北鹿新人予選）
９月２３～２４日に小坂球場で行われました。

１回戦 平元 １３ 対 １２ 小坂
準決勝 平元 ３ 対 １１ 花輪北 【優勝は十和田】

１回戦では小坂小と対戦しました。最終回に相手チーム
の反撃により１点差まで追い詰められ、１アウト２・３塁
というピンチが続きましたが、最後は三振と内野ゴロに仕
留め、見事に今シーズン公式戦の初勝利を収めました。
準決勝では花輪北小と対戦しましたが、健闘むなしく、

３対１１で敗れてしまいました。それでも、難しい飛球を
好捕してダブルプレーを成功させたり、ランナーの動きに
冷静に対処してアウトにしたりするなど、きらりと光る守
備がたくさん見られました。打撃面でも、素晴らしい当た
りが何度も見られ、確かな成長ぶりがうかがえました。
どちらの試合も最後まで粘り強く戦う姿が立派でした。

伝統を受け継ぎ、来シーズンにつながる大会となりました。

○第４４回鹿角市民スポーツ大会バスケットボール競技
９月３０日にアルパスで行われました。

１回戦 平元 ３９ 対 ３８ 尾去沢
準決勝 平元 ４９ 対 ５７ 十和田

【優勝は小坂】

初戦の対尾去沢小は、一進一退の攻防で、前半終了時点
ではリードしていましたが、第３クォーターには相手チー
ムのペースとなり、逆転を許してしまいました。しかし、
最終クオーターで怒濤の反撃を見せ、最後は、３９対３８
の１点差で、見事に新チーム公式戦初勝利を収めました。
準決勝の対十和田小戦も第一試合同様、１・２クォータ

ー終了時点ではリードしていました。しかし、ゴール下で
の攻防に敗れたり、パスミスやシュートミスが重なったり
したこともあり、第３クォーター途中で逆転を許し、その
後はなかなか追い付くことができず、敗れてしまいました。
子どもたちの目にも涙、涙、涙…しかし、相手ボールに

粘り強く食らいついてのターンオーバーや切れのあるドリ
ブルシュートなど、気迫あふれる好プレーがどちらの試合
でも見られ、２試合とも大きな感動を与えてくれました。
野球もミニバスも、保護者や地域の皆さん、子どもたち、

職員の応援などで観客席が一体となり、「チーム平元」を
感じさせる盛り上がりでした。


